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2013年7月、福島第一原子力発電所事故を
教訓として、新たな基準が施行されました。新
規制基準では地震・津波への対策に加え、
火山・竜巻・森林火災など自然災害も考慮さ
れています。
関西電力はこれらの基準に適合させることは
もちろん、さらに、自主的な取組みも進めてい
ます。

現在、福島第一原子力発電所事故を教訓に
新しい基準が定められています。

福島第一原子力発電所事故を教訓として規制基準が見直され、事故を防止するための対策が強化されるととも
に、重大事故の影響を緩和するための対策が新たに設けられました。

新規制基準では、独立した多層の安全対策で対応できるよう
深層防護の考え方が徹底され、想定を超える災害にも備えています。

もっと知りたい方はこちらから 「人間はミスをする」「機械は壊れる」という考え方を前提に、故障や誤作動、操作
ミスなどに備えて何重にも安全対策がなされていること。

押さえておきたいワードはこれ！

新規制基準 深層防護

新規制基準と深層防護

原子力発電所の主な安全対策
●新たな基準のイメージ

2013.7以前 新規制基準（2013.7施行）

重大事故緩和策等
（事業者の自主的な取組み）

●重大事故が発生することを
前提とした対策
●大型航空機の衝突・
その他テロ時への対策

重大事故防止策
（規制で求められる取組み）

●大規模自然災害への
対策強化
●電源・冷却装置等の強化

新設

強化

防潮堤や防潮ゲートの設置ならび
に防波堤のかさ上げ等によって敷
地への津波の侵入を防ぎます。さら
に、敷地内への浸水を防げなかっ
た場合に備え、浸水から安全上重
要な機器を守る「水密扉」を設置し
ています。

津波への備え

標高8m

befor
e

after

第１層

発電所周辺の断層の連動性等を
再調査・再評価し、地震想定を引き
上げ、必要な箇所には耐震補強等
を行っています。

地震への備え
第１層

津波等により発電所構内にがれき類が
散在した場合、迅速に撤去作業が行える
ようがれき撤去用重機を配備しています。

アクセスルートの
確保

第4層

L
重大事故を想定し、放射性物質の拡
散を抑制するため陸上に放水砲、海
洋にはシルトフェンスを配備しています。

放射性物質の
拡散抑制K
第4層

あらゆる場面を想定し、非常用発電機等を整備するなど所
内電源の多重化・多様化を図っています。

電源の強化
第3層

原子炉を安定的に冷却し、重大事故を防ぐため、冷却手段
を多様化しています。

冷却機能の強化
第3層

M

安全対策について
もっと知りたい方は
こちらから

関西電力でやってる
主な安全対策を紹介するで。

出典：原子力規制委員会委員長田中俊一「原子力規制委員会の取り組み～東京電力 福島第一原子力発電所事故から5年を踏まえて～」（2016.3）などをもとに作成

●深層防護の基本的な考え方

第１層
自然現象を考慮した
余裕のある設計

異常の発生を防止

異常の拡大を防止

異常が拡大しても過酷事故に至らせない

過酷事故の進展を防止

放射性物質の影響から人と環境を守る

第5層
住民避難等による
放射線防護対策

A/B/C/D

P21参照
（原子力防災訓練）

第2層
監視・制御系統・
設備を設置

E

第3層
事故に応じた
設備を整備

F/G

第4層
設計上の

想定を超える事故への
対策および対応

H/I/J/K/L/M

重大事故防止策 重大事故緩和策等

第4層
第3層
第2層
第１層

第3層
第2層
第１層

第2層
第１層第１層

事態の進展
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配管の補強

防波堤のかさ上げ

水密扉の設置

空冷式非常用発電装置

電源車 可搬式代替低圧注水ポンプ

既設

非常用
ディーゼル
発電機

外部電源

既設

非常用
炉心冷却
設備

発電所で重大事故等が発生
した場合、原子炉格納容器の
破損を防ぐための設備や、放
水砲等に海水を給水します。

原子炉格納容器の冷却機能の強化H
第4層

大容量ポンプ

放水砲 がれき撤去用重機 緊急時対策所

発電所で重大事故等が発生した場合、
社員が参集し、事故収束に向けた指揮命
令等を行うための施設を整備しています。

緊急時対策所の
設置

第4層

+ +
A

B

after

過去の日本最大風速を上回る
竜巻が発生した場合を想定し、
飛来物から機器を守るための対
策を行っています。

竜巻への備え
第１層

竜巻対策設備の設置

befor
eD

発電所の機器は、必要とされる性能に対し
て余裕をもって作られているだけでなく、故
障や操作ミスを防ぐように作られています。

機器の故障や操作ミスを防ぐ設計
異常発生時、自動的に制御
棒を挿入（電源不要）し、直
ちに核分裂を止めます。

原子炉停止機能

設計の工夫
第2層

倒れそ
うにな

ったら

電源が
切れる

！ 動かない！

ブレーキを

踏まないと

E

F G
森林火災の延焼を防ぐため、発電所施設周辺の樹木を
伐採し、防火帯を確保しています。

外部火災への備えC 第１層

防火帯の確保

伐採

原子炉建屋への故意による大型航空機の衝突等といった
重大事故等に対処するための施設の設置を進めています。

テロや大規模な
自然災害等への備えI

第4層

特定重大事故等
対処施設

●緊急時制御室
●さらなる電源・
冷却用のポンプ

●格納容器破損を
防止する装置
  （フィルタ付ベント）

バックアップ

万が一、炉心が損傷した場
合、水素濃度や圧力の上
昇により、原子炉格納容器
が破損することを防ぎます。

原子炉格納容器の水素爆発防止対策J
第4層

静的触媒式水素再結合装置

リンク先：原子力規制委員会HP
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